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第 6章 BrigittRoTTGER-RossLER,Shared as-
pectsofgenderandauthorityinMak-
assarsociety.
第 7章 MartinRossLER,From divinedescent
andpoliticalchangeinhighlandGoa.























































































































Brigtt Rottger-Rossler (#6%) tMartin
Rossler(第 7章)は,マカッサル南部に位置するゴ
ワ地方農村部で,ながく文化人類学的な調査をおこ

























































































































































































Yale University PressからBugis Navigation
(GeneAmmarel)が出版された｡また,2000年に
はKITLVPressからDependenceonGreenGold:
ASocio-economicHistoryoftheIndonesianCoco-
nutIslandSelayar(ChristiaanHeersink)が出版
された｡ このふたりの若手研究者は,それぞれ数年
間を南スラウェシの離島における調査に従事し, こ
れまでほとんど取り上げられてこなかったのが不思
議であった主題についての労作を著した｡前者はブ
ギスーマカッサルの航海術と空間認識に関する文化
人類学的研究である｡｢勇猛果敢｣な船乗りとされる
所以であるかれらの卓抜した造船技術と,航海術,
空間認識についての,ほとんど初めての民族誌であ
る｡後者はスラヤル島のココナツをめぐる社会経済
状況に焦点をあて,植民地時代のスラウェシに関す
る社会経済史を著した｡ この小さな島の主たる農業
生産物であるココナツをめぐる社会経済状況は, コ
コナツ仲買の華人商人,そして本土からきたブギ
スーマカッサル商人の鮮やかな立ち回りを抜きにし
ては説明できない｡ スラヤル人とブギスーマカッサ
評
ルが,スラヤル島の随所で活躍する様子が克明に再
構築されている｡
南スラウェシの人びとと華人商人との婚姻による
結びっき,華人商人のイスラ-ム改宗などによる社
会関係の存在はながい歴史的背景を持っ｡Heersink
はスラヤル島社会内部の複雑な社会的階層性と,そ
こに積極的に関わっていく華人商人とが紡ぎ出す社
会空間の動態を再構築した｡両方の著作に共通する
視点は,南スラウェシの人びとと外部との社会関係
のなかで,力 /権力そして経済活動をめぐる議論が
展開されていることであろう｡ 調査地の地理的条件
としては,南スラウェシ本土からは周縁に位置する
場所ではあるが,そこにはたとえばAcciaioliの論
文で触れられた ｢ボス｣なるものの登場の萌芽的状
況があったのだろう｡
ジャワ島やバ リ島,スマ トラ島に比べて,スラ
ウェシ研究の蓄積は決 して厚いとはいえない｡ブギ
スーマカッサルとはどのような人びとであったの
か,かれらは東南アジアの歴史のなかで,ほんとう
のところは,どのような役割を果たしたのか｡東南
アジアを語る食卓で,パセリのように添えられる存
在以上の関心が持たれなかったわけではないのに,
である｡ これらの疑問が,今さら考えるまでもない
と思われていたのだとしたら,本書は間違いなく,
その思い込みをもう一度,考え直す契機を提示した
に違いない｡ そして,AmmarellとHeersinkの研
究は,南スラウェシ研究がパラダイムの転換期にあ
ることを裏付ける役割を果たし,その意味で本書の
位置づけを共有する｡
(演元聡子 ･東南ア研)
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